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【作成上の注意】
1. これはJapanese Review of Cultural Anthropology (JRCA)に掲載するための「長い英文要旨」(extended summary)のテンプレートです。適宜、文字や□を消して作成してください。
2.「長い英文要旨」の作成が必要な投稿区分は、「原著論文」、「萌芽論文」、「展望論文」、「特集序論」です。「書評論文」、「レビュー」、「フォーラム」の場合は不要です。
3. 「長い英文要旨」の分量は以下の通りです。
　原著論文　1500〜2000語程度　
　萌芽論文　1000〜1500語程度
　展望論文　1000〜1500語程度
　特集序論　500〜1500語程度
4. この「長い英文要旨」はJRCAのルールに従います（ルールの詳細については「JRCA執筆要領」を参照して下さい）。ただし「長い英文要旨」はそれ自体が要旨ですので abstractの作成は不要です。
5. ファイル名は、本ファイルのen2_に続くtemplateの部分を投稿者の名前に変えてください。
6. この要旨は、原則として提出されたままの形で印刷されますので、提出前に自ら英文校閲を受けてください。英文要旨については、「投稿に関するよくある質問」（学会ホームページ＞『文化人類学』セクション＞「諸規程」）のQ９とQ１０に詳しい説明があるのでそちらをご覧ください。

【「JRCA執筆要領」より】
●句読点、punctuation――おおむねアメリカ英語のスタイルによる。
       引用符は “abc”  “abc,”  “abc.”  
       単語の並列でのコンマは、aaa, bbb, and ccc 
ただし、ダッシュのみイギリス英語スタイルで、「半角スペース」＋「半角ダッシュ」＋「半角スペース」。
       aaaaa – bbb ccc ddd – eeeee 
●イタリック――イタリックとする単語類は、イタリックにし、かつ赤字にする。
●文章の引用――文献の文章を文中で短く引用する場合は、引用符（“  ”）で括り、出典を並記する
         Abc writes, “def ..... ghi” (Abc 2001: 345).
●文献への言及――本文および注での文献への言及は、「著者（姓）」＋「半角スペース」＋「刊行年」（ページを入れる場合はこれに、「コロン」＋「半角スペース」＋「ページ数」を加える）
       Abcd (2000: 123) argued that ...  Abcd supported that argument (2000: 123).
       The feature has already been reported (Abcd 2000, 2002).
       The issue is discussed in Abcd 2000 and Bcde 2001.
括弧内での文献への言及例
       (Abcd 2000)  (Abcd ed. 2000: 123–201)  
       (Abcd 2000, 2001a, 2001b)  (Abcd 2000: 123–45; 2001a: 123–8; 2001b)  
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